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　昨年は富津市とカールズバッド
市が姉妹都市となって35周年の記
念すべき年で、1988年に当時の黒坂
市長とカールズバッドのルイス市

長が富津公民館において姉妹都市調印式を行って以来、脈々
と交流が続いております。

　中学生の海外派遣事業については、中断していた期間があ
りましたが、このたび教育委員会との共催により再開するこ
とができました。そして公募により選出された４名の中学生
が派遣され、期待に違わずFuttsu Youth Ambassador（富津
青少年親善大使）の役割を十分に果たしてくれました。アメ
リカの見知らぬ家庭にお邪魔して、会話もままならず、習慣
やマナーもよく分からない中、５日間かけてなんとか意思疎
通ができるようになりました。英会話に関しては、学校で習
う発音とはかなり異なるため聴き取りに苦労したと思われま
す。しかし、これらの経験は後々かけがえのない大切な時間
となって生きてくることでしょう。

　このたびの訪問では、35周年を記念してカールズバッド姉
妹都市アンバサダーズ（Carlsbad Sister City Ambassadors, 
CSCA）の皆様から特別なおもてなしで迎えていただきまし
た。レゴランドでは、皆でピースを図面通りに組み立ててい

くとレゴの「ふっつん」が完成するという特別企画でした。
「ふっつん」がアメリカで初披露されたのです。

　私は、トム、CSCA会長のお宅にホームステイをしたお陰
で、有意義な会話をすることができました。市の協力により、
久しぶりに中学生の派遣が再開されたこと。派遣は隔年で実
施すること。具体的には、奇数年は富津からカールズバッド
へ派遣、偶数年はカールズバッドから富津へ派遣することな
どです。また、富津に関してこんな面白い質問を受けまし
た。トム「FUTTSUと表記するが日本ではHUTTSUと発音
するのはなぜか？」。私「“ふ”は通常HUと発音するが、米
国人が発音しやすいようFUと表記する方式を採用したため
です」。FとHは米国人にとっては全く異なる発音なので不思
議に思ったのでしょう。私たちは今後Fの発音を練習しなけ
ればならないかもしれません。

　近年、カールズバッド市は、ロサンゼルスとサンディエゴと
いう大都会の中間に位置しているという地の利もあり、多くの
IT企業が進出しています。人口は、約115,000人でこの20年で
70パーセント増加しました。住宅価格も高騰しており、地区に
よっては100万ドルから200万ドルが相場だとのことです。

　私たちは、両市がこれからも学生の派遣を通じて姉妹都市
として友好関係を深め、また、ホストファミリーを機会に両
市民の交流の輪が広がることを期待しております。また、中
学生たちがホームステイで学んだ経験が未来の皆さんの役に
立つことを願っております。

富津市国際交流協会
会　長　川名　健一
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令和５年度　中学生海外派遣事業について

　今回のホームステイで、多くのことを経験して学び、とても充実
した１週間になりました。私のホストファミリーは、お父さん、お
母さん、３人兄弟で、４匹の猫を飼っていました。
　お父さんのブライアンさんは、いつも微笑んでいて、４匹の猫と
遊んでいた姿が印象に残っています。心優しくあたたかい、家族思
いの素敵なお父さんでした。お母さんのキャサリンさんは、毎日美
味しい料理を作って、送り迎えをしてくれて、本当に優しかったで
す。また、私の性格や英語力について褒めてくれて、新たな自分を

見つけるきっかけを作ってくれました。長男のトーマスは、大学に通うために一人暮らしをしていたので、彼の部屋をお借りして
１週間を過ごしました。長女のリアナは、今年の夏にアンバサダーとして、日本に来ていました。リアナの部屋には日本での思い
出の物がいっぱいあり、日本の事について沢山話しました。私を妹のように可愛がってくれる優しいお姉ちゃんでした。次女のエ
ミリーと私はK-POPが大好きで、移動中や夜は２人で熱唱し、好きなグループについて話をして盛り上がりました。日本語、英語、
韓国語の歌詞で歌って踊り、音楽の力で国を超えてコミュニケーションを取れる事を学び、貴重な思い出になりました。私のホス
トファミリーは、私を家族のように温かく迎えて下さり、沢山の愛をくれました。感謝してもしきれないです。
　滞在期間の１週間は本当にあっという間で、一生忘れられない思い出になりました。世界にはまだ私が知らないことが沢山ある
ことを改めて感じ、このような素晴らしい派遣事業に参加できて本当によかったと心から思います。そして、親切にあたたかく支
えてくれたすべての方々への感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。

ホームステイでの最高の思い出
富津市立富津中学校　佐久間　麗那

　私はホームステイをするにあたって、渡米前に少しでもホスト
ファミリーの方について知りたいと思い、どのようにコンタクトを
取ろうかと考えていました。その時、ホストファミリーからメール
が届き、連絡を取り始めました。私のホストファミリーはお母さん
のオータム、お父さんのロブ、大学生のエリー、高校生のジャック
の四人家族でした。アメリカで食べたいものややりたいことなどに
ついて地球の裏側の人とメールをして、会ったこともないのに近く
にいるような不思議な感覚でした。

　アメリカに行って、初めて会ったときは「やっと会えた！」という嬉しさでいっぱいでした。貸していただいたお部屋は、広くて、
大きなベッドとシャワー、トイレ、洗面所がついている素敵なお部屋でした。
　その後、日本から持参したお土産を渡しました。渡米前のメールでキットカットが好きだと聞いていたので日本でしか買えない
フレーバーのキットカットを持って行きました。とても喜んでもらえました。
　二日目、朝食を食べていると、お土産で持って行ったふがしをロブがお皿の上に出し、ナイフとフォークで切ってオータムと食
べ始め、「甘すぎなくておいしいね！」と言っているのを見て、思わず笑ってしまいました。また、アメリカの人にもふがしの美味
しさが伝わるのだなと驚きました。
　オータム一家はとても優しく、毎日今日は何が食べたい？と聞いてくれました。タコスを食べに行った時は、私が食べ方に困っ
ているのを見て教えてくれて、「美味しい！」と言うと家族みんなで笑ってくれました。
　気が付くと帰国の日で、お別れの時には「いつでも帰っておいで！」と言ってくださりました。
　私は、今回のホームステイで人の温かさに触れました。帰国後もメッセージやポストカードのやり取りも続けており、「来年の夏、
日本に家族旅行に来るので、富津市にも訪れたい、そのときは瀬七に会いたい。」と言ってくださったので、もっと英語を上達させ
て再会したいと思います。これからもコミュニケーションを続け、自身の英語力の向上を目指し、国際的なつながりを広げていき
たいです。このような素敵な派遣事業に参加できたこと、とても嬉しく思います。貴重な機会を設けてくださった富津市、国際交
流協会の方々、心からお礼申し上げます。

私とホストファミリー
富津中学校一年　白石　瀬七
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　私は、海外の暮らしに強い興味があり、この事業に志望し
ました。派遣が決まった時は、不安もありましたが、派遣生
の仲間や、ホストファミリーのおかげで、他には変えられな
い貴重な１週間をおくることが出来ました。
　私が、富津とCarlsbadの暮らしの違いを実際に体験してい
く中で、一番驚いたことは、室内でも土足でいることです。
知識としては知っていましたが、体も脳も「靴は玄関で脱ぐ」
ことが当たり前として染みついているので、すごく不思議な

感覚でした。そして、外国の方が日本に来た時、どんな場面で驚き、違いを感じるのかを知りたくなりました。靴を
脱いでリラックス出来る感覚は、日本独特のものなのかも調べてみたいです。
　Carlsbadでは、ホストファミリーも、街中ですれ違った人々も、お店の人も、目が合えばいつもニコッと笑顔を向
けてくれました。それが、緊張していた私の心を和ませてくれました。特に、街中で他人とぶつかってしまった時に、
日本では、何も言わず通り過ぎることが多いですが、アメリカでは、すぐに“Excuse me”と言う習慣があることを
体感しました。そして、相手も“No problem”と、気持ちよく応えていました。私も真似してみると、とても気持ち
が良かったので、日本でもこの習慣が広がって欲しいと思いました。小さなことかもしれないけれど、みんなが気持
ちよく暮らせるためのヒントのように感じました。日本は、他人同士の距離がとてもあるように感じます。他人同士
でもお互いにまず笑顔で、思いやりをもって接することが出来たら、みんなが気持ちよく暮らせるのではないかと思
いました。
　今後、この経験から学んだことを力に変えて、学びを深めていきたいです。将来海外で暮らしてみたいという夢も、
大きく膨らませることが出来ました。
　この貴重な機会を頂けたことに、心から感謝しています。

違いから学ぶこと
富津市立大佐和中学校　富井　清良

　私はMorgoshさんのお家で過ごしました。奥さんの名前が
Tammyさん旦那さんはScottさんという夫婦２人のお家でし
た。アメリカに行く前まで、同じくらいの年代の子がいな
かったので不安な気持ちもありましたが、２人がたくさん話
しかけてきてくださり、英語も教えてもらえてすごく充実し
た５日間になりました。お家に着いたらスターバックスの
コップをくれました。すごくお気に入りです。朝ごはんに
Tammyさんがトーストを作ってくれました。アメリカンな

味がしておいしかったです。昼間は見学や観光をしていたのでホストファミリーとは話せませんでしたが、夜はホス
トファミリーとたくさん話せました。１日目と２日目の夜は、夕陽を見ながらサンドイッチを食べたり、サラダボー
ルを食べたりしました。３日目の夜は、ピザを食べました。この日のお昼ご飯でもピザを食べていておいしすぎて、
たくさん食べてしまっていたので、あまり食べれなかったのが悔しかったです。ピザを食べた後は映画を見に行きま
した。その時上映していた『Barbie』を見ました。もちろんすべて英語だったので、何を言っているのかあまり理解
はできませんでしたが、内容はだいたい分かったので面白かったです。映画を見た後にフローズンヨーグルトを食べ
ました。アイスみたいなヨーグルトみたいな日本にはない味で美味しかったです。４日目はパーティーでした。５日
目は同じ派遣生のホストファミリーとBBQ会場みたいなところでピザを食べました。楽しかったです。今回の派遣交
流を終えて、すごく参加してよかったなと思いました。いろんなことを学ぶことが出来ました。ですがホストファミ
リーともっと話したかったと後悔しています。自分の英語の実力不足のせいで色んなことを話したかったのに、話せ
なかったし、最後の挨拶の時も、感謝の気持ちをしっかりと伝えることが出来なかったです。もし私のホストファミ
リーにまた会える機会があったら、その時までにペラペラに英語が喋れるようになって、たくさんお話ししたいです。

ホストファミリーと過ごした六日間
富津市立富津中学校　柳原　幸歩
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　富津市国際交流協会（FIRA）で行ってきた中学生海外派遣は2005
年が最後でした。
　今回初めて富津市教育委員会との共催になり８月22日～８月28日
迄５泊７日の日程で中学生海外派遣事業が18ぶりに実施されました。
　富津市とカールズバッド市は今年姉妹都市締結35周年という節目
の年でもありレセプションでは35周年を祝う特大ケーキが用意され

ていました。また富津公民館で行われた姉妹都市締結時の写真も展示されていました。
　カールズバッド市滞在中は姉妹都市協会（CSCA）のスケジュールに合わせて動きました。また毎日ホストファミリーが集合場所
まで送迎してくれました。私がお世話になったホストファミリーは退職して趣味を楽しんでいるダイアンとビルご夫妻でした。カー
ルズバッド市の中でも特に海岸に近い閑静な住宅地にあり早朝に海岸に行き散歩したりしました。ダイアンは毎日１時間位海岸を
歩いているそうです。広い通りにはパームツリーが立ち並びカリフォルニアらしい景色が印象的でした。ダイアンは退職してから
12年油絵を趣味にしていて家の廊下はダイアンの絵で埋め尽くされまるで画廊のようでした。
　ご主人のビルは、車が好きでユーチューブでクラシックカーの映像を見たり、昔の音楽を聴いたりして楽しんでいました。テレ
ビはあってもユーチューブを見ているのでアメリカのニュースなどの番組はみることがなかったです。ホームステイ３日目の夜は
ダイアンとビルご夫妻の友人を招いてのパーティーでした。同じ住宅地の親しいご夫妻とオーシャンサイドから来た女性がいて、
初めにみんなでワインで乾杯しました。私が折り紙で鶴を折ってテーブルに並べて置いたら、とても喜んでくれてその場で鶴の折
り方講習会になりました。なかなか難しいと言って笑いあり、楽しく盛り上がり素敵なパーティーになり、ダイアンとビルもとて
も喜んでくれました。ダイアンとビルご夫妻の気さくな人柄に癒されとても素敵なホストファミリーと過ごすことができて感謝で
いっぱいです。帰国の朝サンキューカードを部屋に置いてきました。後で気づいてくれてメッセージをいただき嬉しかったです。
　中学生の皆さんにとって見るもの、聞くもの、感じるものすべてが新しい経験であり刺激になったことと思います。そして短期間
ではありましたが、ホームステイを通してアメリカの家庭を知ることもできて日本とアメリカの違いなどいろいろ学べたと思います。
　これらすべての素晴らしい経験が一人ひとりにとってかけがえのない財産になると思います。中学生の皆さんには今後大きな夢
を持って活躍してほしいですし、いつか富津市の未来のために貢献して頂けたら嬉しい限りです。
　中学生海外派遣にご尽力ご協力頂きましたすべての皆様に感謝申し上げます。ありがとうございました。

素敵なホストファミリーと過ごして
富津市国際交流協会　副会長　綾部　裕美子

　私がお世話になったホストファミリーは、マリンダとリチャード
の二人暮らしのご夫妻でした。私の両親と同じぐらいの年齢で、私
のことを息子のようにかわいがってくれました。２人の住まいはカー
ルスバッド市の隣のヴィスタ市にある閑静な住宅街にあり、庭には
きれいな花や多肉植物が植えられていて、パームツリーもある素敵
なお家でした。

　ホームステイ初日は、夕食を囲みながら、自己紹介をしたり、お互いの近況を話したりしました。日本から持参したお土産を渡し、
富津市のパンフレットを見ながら、富津市の観光名所や特産品などについて説明しました。彼らは、「富津市は素敵なところだね。」
と感激していました。ホームステイなんて人生初の体験で、すごく緊張していましたが、お二人の温かい人柄に触れて、すぐに打
ち解けることができました。こうしてアメリカでの素敵な日々がスタートしました。
　基本的に毎朝リチャードが朝食を準備してくれて、集合場所まで送り迎えしてくれました。日中は観光をしたり、視察をしたり
しながら派遣メンバーと現地の国際交流協会の方々と過ごし、夜はホストファミリーと３人でマリンダの手料理を囲みながら団ら
んしたり、近所をリチャードと一緒に散歩したりました。二人はとても仲が良くお互いを思いやっている理想的なご夫婦でした。
　ホームステイ３日目の夜は、リチャード夫妻の友人である日本人のエツコさんご夫妻（ご主人はアメリカ人）と５人で近くのレ
ストランで会食をしました。翌日に行われた国際交流協会のレセプションにはホストファミリーと共にエツコさんも一緒に参加す
るなど親睦を深めました。
　ホームステイ最終日には、夕飯のあと３人で映画を観ました。２人とも「シンジョウ！シンジョウ！」とかわいがってくれて、
いつのまにか本当の親子のような関係になっていました。最後の夜、僕の勤める小学校の子ども達に読み聞かせしてほしいと、英
語の絵本を６冊もプレゼントしてくれました。本当に心優しく温かいすばらしいご夫婦でした。
　いつかまた、カリフォルニアを訪れて、リチャード＆マリンダと再会したいと思います。こんな素敵な体験をさせてくださった
国際交流協会と富津市に心から感謝いたします。本当にありがとうございました。

ホームステイでの素敵な日々
富津市立青堀小学校　校長　河野　信成
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日本語教室と歩んだ20年を振り返って
富津日本語ボランティア　大塚　岩夫

　2003年４月に富津市中央公民館の主催行事として産声をあげた「外国人のための日本語教室」は、気が
つけば20年も活動を続けて来た。誠に感慨無量である。当時は富津市にも中国やフイリピンから多くの花
嫁が来て日本人と結婚しており、その多くが日常会話を学びに来ていた。ただ開催場所の中央公民館は交
通の便が悪く、夫が車で送迎する（当時夜７時から９時）などして一緒に学習していた。学習方法もボディ
ラングイッヂ併用なので進みは遅いものの欧米人又は英語が話せる学習者であれば和英辞典を活用するな
ど何とかなった。英語が話せない中国人の場合は中国語が分る大塚が対応した。基本的には媒介語を必要
としない日本語教育法ではあるが話せれば活用した方が便利で、多用した方が速いと考え活用したが、言
語の背景には、どの国でも習慣や文化の違いがある事を知る事が大切で、自分の国は元より学習者の国の
宗教や食文化、生活、習慣などできるだけ多く知ることが必要だ。ボランティアの共通認識として持って
いると良い。これは20年のボランティア活動での教訓である。
　学習者が欧米系の場合は1945年の敗戦後日本が逸早く欧米の文化を取り入れたので衣食住における文化
や習慣は比較的馴染み易く抵抗感も薄く相互理解が進んでいる様に感じられる一方社会主義国とは幼児期
から反日教育が始まり、歴史も歪曲化されているので大人との付き合い方には注意し、日本語教育に絞っ
た交流にとどめ政治の話題は避けた。さて、漢字文化の話だが、鎖国をしていた江戸時代であっても、武
士の教養として使う見込みのない漢字を連綿と受け継いで来てくれたお陰で、漢字は現代における教育に
大きな役割を持って社会に貢献してくれている。そして漢字文化は日本人に知識をより深く与えてくれて
おり、歴史上も大変貴重な存在である。ただし、漢字の持つ意味は60％程度が中国と同一であるものの筆
談上支障になっていることに変わりない。一般的な会話や交流上必要な漢字数は2,000字、語彙数は3,000
語程度と云われているが、例えば手紙はトイレットペーパー、汽車は自動車、電車は火車（機関車のこと）
一般的には路面電車、トロリーバスのこと等山程ある。1972年日中国交正常化交渉に臨んだ当時の田中角
栄総理大臣と大平外務大臣が「大変遺憾に存じております」といったところ、中国の周恩来首相が「遺憾
とは何事か」と大変お怒りになったという逸話が残っておりますが、日本では大変重みのある意味が、中
国では「失礼」程度の軽い意味だったのです。このことからも特に中国人の日本語教育には色々な文化の
違いを知っておく必要があるのです。この様に文化背景の違いが引き起こす摩擦を避ける為にも知る努力
が必要です。日本はすぐ謝れば許す文化です。中国は謝ったら負け、許すどころか損害賠償を求められる、
だから絶対に謝らない。相手が子供だと可愛げがない、憎たらしくなる。日本は間違ったらすぐ謝れと子
供の頃から躾けるが、中国では騙されるな、謝るなと躾ける。そうしないと損をする社会だ。日本は思い
遣りのある民族、中国は違う、下手すると無実の罪を着せられる、だから見て見ぬ振りを決め込む。以前
幼な児が車にひかれているのに誰も助けようとしないニュースが放映されたと思うが、まさにそういう社
会、拘わると加害者にされてしまいかねない。私は以前、市の教育センターから依頼され某小学校へ中国
人生徒の日本語教育をしに行った時、先ず謝ることを指導した「ごめんなさい」を多用する様仕付けた。
そうしないと子供同士で喧嘩になったり、仲間外れになったり、し兼ねない、これを防ぐのに中国と日本
の違いを充分理解させた。又、思い遣る心の大切さも指導した。言葉を教える以前の問題だからだ。要は
日本人の思考基準だけで判断してはいけない、相手の心の中に入って一緒に理解することを心掛けた。以
上日本語教育を振り返って漢字文化と中国を中心とする話題に終始してしまったが20年間に学ばせていた
だいたことは沢山あり過ぎて紙面の都合上書ききれないので改めて機会があれば報告したい。又、日本語
教室の今後目指す方向は、基本的に従来通りであるが、これからも外国人にとって頼れる所、いつも心の
拠り所として存在し続き、外国人に寄り添いサポートに徹する雰囲気を持ちつづけ学習者に参加して良かっ
た、次も来ようと思っていただけるアットホームな場所を目指して努力していくつもりです。
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　カールズバッド市への中
学生派遣は本当に久しぶり
のことでした。
　ホストファミリー宅での
みずみずしい感想や気づき
が寄せられ、本当にすばら
しい事業が再開されたとう
れしく思いました。
　日本語教室についても読
みごたえのある内容になっ
ています。お楽しみください。

編 後 記集
富津市国際交流協会では、国際交流に関心のある方のご入会をお待
ちしています。
会費（年会費）　個人1，000円（ただし、学生・生徒500円）
　　　　　　　 団体／１口10，000円　　
会の運営はみなさんの会費で支えられています。納入忘れはないか、
ご確認を！

事務局：富津市　企画政策部　企画課内
TEL　0439－80－1223
FAX　0439－80－1350

Mail：fira.secretariat＠gmail．com

会　員　募　集

外国人児童・生徒のサポート外国人児童・生徒のサポート

　昨年度サポートしていた大佐和中学校の３年生は卒業し、４月から高校生になり
ました。

今年度は、
　大佐和中学校　１年生・３年生　　　富津中学校　２年生
　青堀小学校　４年生
の児童・生徒の学習などのサポートを引き続き行っていきます。

日本語教室の紹介

英会話教室の紹介

　富津・日本語ボランティアが行って
いる日本語教室があります。
　第２・第４日曜日に中央公民館で
行っています。

　第２・第４土曜日に富津公民館（埋
立て記念館）で開催しています。
　NHKラジオ講座のテキストを使用し
て、日常の出来事や身の回りのことな
ど理解でき、話せるよう学習しています。

富津公民館での学習風景
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